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【手続補正書】
【提出日】平成26年10月17日(2014.10.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の場所において需要者が不在であるか否かを検出する不在検出部と、
　該不在検出部による不在検出結果に基づいて将来の予測日時における電力需要を予測す
る電力需要予測部と、
を備える
電力需要予測装置。
【請求項２】
　前記所定の場所における電力消費量を測定する電力測定部を更に備え、
　前記電力需要予測部は、さらに、前記電力消費量に基づいて前記電力需要を予測する
請求項１に記載の電力需要予測装置。
【請求項３】
　環境情報を取得する環境情報取得部をさらに備え、
　前記電力需要予測部は、さらに、前記環境情報に基づいて前記電力需要を予測する
請求項１または２に記載の電力需要予測装置。
【請求項４】
　前記不在検出結果を格納するデータベースをさらに備え、
　前記電力需要予測部は、前記データベースを参照することにより前記電力需要を予測す
る
請求項１から３のいずれかに記載の電力需要予測装置。
【請求項５】
　前記データベースはさらに、前記不在検出結果に対応付けて前記電力消費量を格納する
請求項４に記載の電力需要予測装置。
【請求項６】
　前記データベースはさらに、前記不在検出結果に対応付けて前記環境情報を格納する
請求項４または５に記載の電力需要予測装置。
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【請求項７】
　前記不在検出部は、前記所定の場所における前記需要者の存在を検知可能なセキュリテ
ィシステムである
請求項１から６のいずれかに記載の電力需要予測装置。
【請求項８】
　前記電力需要予測部は、さらに、前記不在検出部による不在検出結果に基づいて電力需
要予測の調整処理を行う
請求項１から７のいずれかに記載の電力需要予測装置。
【請求項９】
　前記電力需要予測部は、電力需要の予測を行う日と予測の対象となる日が同日の場合に
前記電力需要予測の調整処理を行う
請求項８に記載の電力需要予測装置。
【請求項１０】
　前記電力需要予測部は、前記需要者が存在する場合における電力需要を予測する在時需
要予測部と、前記需要者が不在の場合における電力需要を予測する不在時需要予測部とか
らなり、
　前記不在検出結果に基づいて、前記在時需要予測部と前記不在時需要予測部の予測結果
を挿げ替えることにより前記電力需要予測の調整処理を行う
請求項８または９に記載の電力需要予測装置。
【請求項１１】
　前記電力需要予測部は、前記不在検出結果に基づいて、需要予測結果の増減処理を行う
ことにより前記電力需要予測の調整処理を行う
請求項８から１０のいずれかに記載の電力需要予測装置。
【請求項１２】
　前記電力需要予測部は、前記予測日時の前日以前に、前記不在検出結果から前記予測日
時には前記需要者が不在であるとして電力需要予測を行い、前記予測日時の当日に前記不
在検出部により前記需要者が不在ではないという前記不在検出結果が検出された場合には
、前記予測日時の前日以前に求めた電力需要予測を増加させる
請求項８から１１のいずれかに記載の電力需要予測装置。
【請求項１３】
　前記電力需要予測部は、予測日時の前日以前に、前記不在検出結果から前記予測日時に
は前記需要者が不在ではないとして電力需要予測を行い、前記予測日時の当日に前記不在
検出部により前記需要者が不在ではあるという前記不在検出結果が検出された場合には、
前記予測日時の前日以前に求めた電力需要予測を減少させる
請求項８から１２のいずれかに記載の電力需要予測装置。
【請求項１４】
　前記不在検出部による不在検出結果から日にち、曜日、時間帯などによって表される前
記需要者の不在傾向を示す不在情報を生成する不在情報生成部をさらに備え、
　前記電力需要予測部は、前記不在情報に基づいて前記電力需要を予測する
請求項１から１３のいずれかに記載の電力需要予測装置。
【請求項１５】
　所定の場所内において需要者が不在であるか否かを検出し、
　不在の検出結果に基づいて電力需要を予測する
電力需要予測方法。
【請求項１６】
　所定の場所内における需要者の不在を検出する不在検出部と、
　該不在検出部による不在検出結果に基づいて電力需要を予測する電力需要予測部を備え
る電力需要予測サーバと、
　前記不在検出部による不在検出結果を前記電力需要予測サーバに送信する通信部と、
を備える
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電力需要予測システム。
【請求項１７】
　所定の場所内において需要者が不在であるか否かを検出する不在検出部と、
　該不在検出部により前記需要者が不在であることが検出された場合に、電力異常が発生
しているか否かを判定する電力異常判定部と、
　該電力異常判定部により電力異常が発生していると判定された場合に、外部に通知を行
う通信部と
を備える
電力異常検出システム。
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